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Ⅰ 事業の概要 

１．調査研究 

１-１．調査研究活動の実施 

Ａ. 黒潮流域における生物相および分布特性の解明 

黒潮生態系の構造や機能、特性などを把握し、生物多様性情報や長期的な環境変動の資

料を得るための基礎的な調査研究活動として、黒潮流域における生物相調査や生物分布調

査を実施した。 

１）黒潮流域における造礁サンゴ類（有藻性イシサンゴ類）相の把握（継続） 

黒潮流域の造礁サンゴ類相を把握し、その分布特性を明らかにするため、国内外で現

地調査を実施した。平成 27 年度は沖縄工業高等専門学校、宮崎大学、台湾中央研究院

などの共同研究として四国西南海域を中心とした四国太平洋岸の各地、および黒潮上

流域の沖縄県瀬底島周辺海域、台湾緑島などで調査を行った。瀬底島では残り 2 年、緑

島では残り 1 年の調査を予定しており、各地域における網羅的なリストを作成する予

定である。 

２）四国沿岸における造礁サンゴ類の分布状況および分布構造の変遷に関する研究（継続） 

造礁サンゴ類（イシサンゴ類）の分布北限域である四国沿岸海域において、引き続き、

イシサンゴ類とその他の底生生物の分布調査を行った。平成 27 年度は愛媛県宇和海海

域から徳島県牟岐大島までの四国太平洋沿岸海域において継続的な調査を実施した

（複数の請負調査、自主的なモニタリング調査として実施）。特に宇和海海域（愛媛県

愛南町および宇和島市海域）についてはサンゴ食害生物の分布状況と合わせて全域的

な調査を実施した。この調査により計 56 地点で潜水調査を実施し、全域的なサンゴ分

布状況の把握し、過去の調査結果と比較した。この結果の一部は、平成 27 年度マリン

ワーカー事業（足摺宇和海国立公園海域保全調査）報告書（2016.3. 中国四国地方環境

事務所）、香南市結オニヒトデ分布状況調査委託業務報告書（2016.3. 公益財団法人黒

潮生物研究所）にまとめられた。 

３）四国沿岸域におけるオニヒトデ分布状況の長期的な変化とその影響に関する研究 

   高緯度域におけるオニヒトデの動態とサンゴ群集への影響を明らかにするための調

査を引き続き実施した。平成 27 年度は当該海域で行われた駆除事業・活動の実績につ

いて資料調査、聞き取り調査を行ったほか、四国太平洋岸全域において継続的な現地調

査を実施した。特に愛媛県宇和海海域（愛媛県宇和島市、愛南町）、土佐湾手結海岸周

辺（高知県香南市）では、サンゴの分布状況と合わせて集中的な調査を行った。この結

果の一部は、サンゴの分布状況と合わせて請負調査の業務報告書にまとめられた。 

４）黒潮流域におけるクラゲ相の解明と出現動態の把握（新規） 

黒潮流域におけるクラゲ類相とその分布特性を把握するため、四国西南海域、土佐湾

沿岸、豊後水道沿岸、瀬戸内海沿岸、南西諸島などで２ヶ月に 1 回から年 1 回の間隔

で採集調査を実施した。この調査により、四国西南海域（宿毛湾周辺海域）ではヒドロ
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虫綱 43 種、鉢クラゲ綱 6 種、立方クラゲ綱 2 種、有櫛動物門 5 種を確認した。このう

ち、四国初記録種であるヒメアンドンクラゲについて、第 71 回日本生物地理学会年次

大会で研究発表を行った。 

５）黒潮流域の棘皮動物相および分布特性の把握（継続） 

黒潮流域における棘皮動物の分布特性を明らかにするため、引き続き、四国西南海域

において、潮間帯採集調査、潜水採集調査、宝石珊瑚漁や底引き網漁等の混獲物調査な

どを実施し、潮間帯から水深約 150m までの浅海域に産する棘皮動物（ウミユリ綱、ヒ

トデ綱、ウニ綱、ナマコ綱、クモヒトデ綱ほか）の標本および分布情報の収集・整理を

進めた。平成 27 年度は国立科学博物館、和歌山県立自然博物館、神奈川大学理学部な

どと共同で採集調査を実施するとともに、得られた標本の精査を進めた。 

６）四国沿岸の海産無脊椎動物相調査（継続） 

黒潮流域における海産動植物相の把握に向けた調査研究活動の一環として、四国沿

岸地域において海産無脊椎動物全般を対象とした分布調査、採集調査を実施した。平成

27 年度は所属研究員による継続調査に加えて、複数の外部研究者を招聘した合同の採

集調査を実施した。この招聘調査は高知県西部海域において 6 月に実施され、動吻動

物 6 種（うち未記載属 1）、鰓曳動物 1 種、触手冠動物 35 種（苔虫動物門 33 種、腕足

動物門 1 種、内肛動物門 1 種：うち日本未記録属 4（うち 1 種は未記載種の可能性あ

り））、環形動物門多毛類 74 種（うち日本未記録属 2、日本未記録種 3、未記載種 1）、

寄生性カイアシ類 3 種（うち 2 種は未記載種の可能性あり）、棘皮動物門クモヒトデ類

22 種（うち 1 種は未記載種の可能性あり）を記録した。現在、招聘研究者によるリス

トのとりまとめが進められており、財団の紀要に論文を掲載する予定である。 

Ｂ．分類研究 

１）形態および生態情報に基づく造礁サンゴ類の分類学的検討（継続） 

国内外の研究者と連携し、造礁サンゴ類について、分布や繁殖生態に関する生態的情

報、標本に基づいた形態学的情報、遺伝子情報などを総合的に検討し、分類学的再検討

を行った。平成 27 年度は四国沿岸域、沖縄県瀬底島周辺、台湾緑島で採集調査を行い、

分類学的検討のための資料・情報を収集した。また、高知大学とのプロジェクト研究と

して形態学的分類指標（骨格形態）と生態的情報、染色体情報を合わせた分類指標の探

索を引き続き行った（文部科学省科学研究費基盤研究（B）平成 26-28 年度「造礁サン

ゴの新たな生体指標の探索－骨格形態と DNA 配列の間の Gap を埋める」（研究代表者: 

田口尚弘）として実施）。このほか、｢日本造礁サンゴ分類研究会｣における取り組みの

一環である分類検討会に引き続き参加し、国内のサンゴの分類の整理を進めた。この成

果の一部は、「日本の有藻性イシサンゴ類～種子島編～」（国立環境研究所 生物・生態

系環境研究センター発行 http://www.nies.go.jp/biology/pr/br/02.html.）にまとめられた。 

２）日本産ウミトサカ目（八放サンゴ類）についての分類学的検討（継続） 

日本各地で行った採集調査で得られた標本、国内外の研究機関等から提供、または同

http://www.nies.go.jp/biology/pr/br/02.html


 

3 

 

定を依頼された標本を精査し、ウミトサカ類の分類学的な検討を進めた。平成 27 年度

は平成 23 年度から継続している海洋博覧会記念公園管理財団所有の美ら海水族館周辺

八放サンゴ類標本に関する調査を進め、図録をまとめた（請負業務として実施）。なお、

本研究の結果の一部について日本刺胞・有櫛動物等研究談話会年次大会（鹿児島）で口

頭発表を行った。 

３）日本産クラゲ類の分類学的検討（新規） 

四国沿岸域およびその他の海域で採集調査を行い、刺胞動物の中でも特に強い刺胞

毒を持つ種類を多く含む立方クラゲ類（鉢虫綱）を中心としたクラゲ類の分類学的検討

を進めた。福島県および神奈川県で採集した未記載種の立方クラゲについては、新科ヒ

サシリッポウクラゲ科と新属リュウセイクラゲ属を設立し、リュウセイクラゲの和名

を提唱の上、科学雑誌 Zookeys に論文発表した。また、瀬戸内海に生息する大型立方

クラゲの一種ヒクラゲが鉢虫綱特有の変態様式であるストロビレーションすることを

解明し、科学雑誌 Evolution & Development に論文を発表した。日本沿岸に広く生息

するアンドンクラゲについては、飼育観察により生活史を明らかにし、平成 27 年 9 月

25～27 日に行われた 2015 年度日本海洋学会秋季大会で口頭発表した。 

４）日本産棘皮動物の分類学的検討（継続） 

四国沿岸域で継続的に実施している棘皮動物相の調査によって、数多くの未記載種、

日本初記録種が出現している。これらについて、外部研究者などとも連携して分類学的

検討と標本に基づいた種の記載を進めた。平成 27 年度はヒトデ綱のアカヒトデ目、ナ

マコ綱の樹手目、無足目などを重点的に日本初記録種、および未記載種と考えられる種

を抽出し、標本の精査を進めた。このうち、未記載種の無足目ナマコについては記載論

文を作成し、投稿した。 

５）後鰓類（ウミウシ類）の分類学的検討（継続） 

引き続き、四国西南海域での分布調査、採集調査で記録されたウミウシ類のうち、分

類学的な検討が必要な種について、標本に基づいた種の記載に向けた情報の収集・整理

を進めた。 

Ｃ．生態研究 

１）高緯度域における造礁サンゴ類の産卵パターンの把握（継続） 

造礁サンゴ類の生態や生活史を把握する上で、基礎となる情報のひとつである産卵

に関する情報を引き続き収集した。平成 27 年度は高知県幡多郡大月町西泊地先（黒潮

生物研究所地先海域）を中心とした四国西南海域における継続調査に加えて、沖縄県瀬

底島周辺海域と台湾緑島における野外産卵観察を合わせて実施した。本研究により四

国西南海域において産卵情報が得られている種は 51 種であったが、今回、分類学的な

検討を行った結果、58 種に整理された。また、高知県土佐清水市竜串湾見残しにおい

て、巨大シコロサンゴの大規模産卵を観察・記録し、日本サンゴ礁学会で発表した。な

お、台湾緑島では 2 種のイシサンゴ類の産卵を記録し、高緯度域の産卵パターンの特
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性について検討を行った。 

２）立方クラゲ類の生活史に関する生態学的研究（新規） 

刺胞動物門の立方クラゲ類にはハブクラゲ、アンドンクラゲなどの強い刺胞毒を有

する種が多く含まれており、その生態を把握することは環境衛生上の観点からも見て

も重要である。しかしながら、立方クラゲ類では生活史等が十分に解明されていないも

のも多い。そこで国内外の大学や博物館と協力し、立方クラゲ類の生活史の解明を主と

した生態研究を進めた。平成 27 年度はコモレビクラゲ C. morandinii の生活史の観察

結果の報告と所属する属の変更を記載する論文をとりまとめた。この論文は Plankton 

& Benthos Research に掲載された。 

３）棘皮動物の繁殖生態・生活史に関する研究（継続） 

棘皮動物の繁殖生態および生活史に関する研究の一環として、タコノマクラをホス

トとする性的二形性クモヒトデの 1 種、Ophiodaphne sp.のペア形成機構と繁殖生態に

ついて調べた。高知県大月町沿岸において、2013 年 6 月から 2014 年 12 月にかけて実

施した採集調査によって得られたサンプルを解析し、ホスト上でのペア形成状況の把

握と生殖腺の発達状況の組織学的観察を行った。これにより、高知県大月町海域におけ

る本種の成熟サイズ、繁殖時期、ペア形成の状況などが明らかとなった。この結果の一

部について、平成 27 年 12 月に茨城大学で行われた第 12 回棘皮動物研究集会において

ポスター発表を行った。 

４）サンゴ群集における食物網、物質輸送、生物の被食・捕食関係の推定（新規） 

サンゴ群集における生態系の構造や機能、特性を明らかにすることを目的として、造

礁サンゴ類およびその他底生生物の炭素・窒素安定同位体比の解析を行った。平成 27

年度は予備的な観察を行うため、数種のイシサンゴ類、およびサンゴ食巻貝数種を潜水

採集し、分析に供した。 

Ｄ．その他研究 

１）造礁サンゴ類の染色体研究（継続） 

高知大学との共同研究として造礁サンゴ類の染色体観察手法の開発および染色体

研究を継続して行った（「造礁サンゴの培養細胞の分裂を促進する藻類成分の探索」（研

究代表者: 高知大学 田口尚弘）：文部科学省科学研究費挑戦的萌芽研究 平成 27-29 年

度）。平成 27 年度は胚及び胚以外を用いた染色体観察手法の確立に向けた検討を引

き続き行い、観察事例および観察種数を増やし、造礁サンゴ類の染色体に関する情

報を収集した。この結果の一部についてまとめた論文が科学雑誌 Comparative 

Cytogenetics に掲載された。 

２）造礁サンゴ類の種苗生産技術、移植技術の開発に向けた研究（継続） 

造礁サンゴ類の保全手法、研究用サンゴ種苗の生産技術の確立に資する研究として

引き続き、有性生殖を用いた種苗生産試験を行い、得られた種苗の活用や利用について

の検討を進めた。平成 27 年度は引き続き、他の研究機関への研究用種苗の提供や地域
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で行われているサンゴ保全対策事業への移植用種苗の供給などを行った。この一環と

して平成 27年度から愛媛大学南予水産研究センターと共同で移植用サンゴ種苗の遺伝

的多様性に関する研究を行った（平成 26 年度女性研究者研究活動支援事業（連携型）

共同研究）。 

３）貝殻増殖礁のサンゴ類の着生基盤としての有効性の検証（継続） 

全国漁業協同組合連合会が推進している廃棄貝殻を利用した生物増殖礁の設置事業

に関連して、貝殻増殖礁を開発した海洋建設株式会社と共同で、サンゴ類着生基盤とし

ての有効性の検証を引き続き行った。 

４）宝石サンゴ類の増殖および保全手法に関する研究（新規） 

高知県沖が世界的な漁場として知られる宝石サンゴ類の資源増殖と保全に資する基

礎的な研究として、宝石サンゴ類の生息環境の把握や、その保全手法についての検討を

行った。平成 27 年度は、着生量調査および環境測定等のためのモニタリング基盤の設

置や水槽内での短期中期的な飼育法、無性生殖による増殖手法の検討などを行った

（NPO 法人宝石サンゴ保護育成協議会の支援のもと実施）。得られた知見を基に宝石サ

ンゴ漁の漁業者等が行う保護育成活動への技術的アドバイス、提案などを行った。 

５）八放サンゴ類の蛍光タンパク質の研究（新規） 

刺胞動物が持つ蛍光タンパク質は細胞生物学、分子生物学分野における重要な研究

ツールとして近年、大きく注目されている。福岡工業大学と共同で、南日本に産する八

放サンゴ類の蛍光タンパク質特性に関する研究を行った。その結果、いくつかの種で特

異的な蛍光タンパク質が見つかった。この研究結果の一部は、「八放サンゴから抽出し

た赤色蛍光タンパク質の蛍光特性」として、第 64 回日本分析化学会（9 月 11 日、九州

大学）で発表した。 

６）棘皮動物由来の新規カロテノイド化合物の検索に関する研究（継続） 

海洋無脊椎動物の生理活性物質に関する研究の一環として、棘皮動物を中心とした

海産無脊椎動物が有するカロテノイド化合物について引き続き調べた（近畿大学農学

部ほかとの共同研究として実施）。平成 27 年度はナマコ類および潮間帯性貝類につい

て、サンプル採集と分析を実施した。また、本研究により発見された樹手目ナマコに特

有な還元代謝系の新規カロテノイド化合物について、分析を進め、構造決定した。この

内容については第 29回カロテノイド研究談話会（首都大学）で口頭発表を行ったほか、

科学雑誌 Tetrahedron Letters で論文を発表した。 
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１－２．研究支援 

国内外におけるフィールドサイエンスを中心とした研究ネットワークの構築、および研

究所の利用促進と共同利用拠点化を図り、海洋生物研究の推進に寄与するため、当財団が有

する研究所施設・設備、黒潮生態系に関する情報や知見、資料、研究協力体制を活用し、外

部研究者等への研究支援を行った。また、研究活動支援の一環として若手研究者の育成等を

目的とした研究助成を実施した。 

１）外部研究者等の受け入れと研究支援 

大学や大学院の学生、外部研究者等に対する研究所施設・設備の開放、情報提供、研究所

周辺地域における調査実施の際のコーディネートやサポートなどの研究支援を引き続き行

った。平成 27 年度の研究目的での研究所施設利用者は 51 名であり、延べにすると 361 人

の研究目的利用があった。 

表．平成 27 年度における研究目的の施設利用者数内訳 

区分 人数（人） 延べ人数（人日） 

研究機関 2 7 

博物館関係 4 15 

大学教員（高専含む） 11 56 

大学職員 1 4 

博士研究員（ポスドク） 4 20 

一般 9 21 

客員研究員 1 47 

大学院生 6 135 

大学生 10 50 

研究生 1 4 

合計 49 359 

 

図．黒潮生物研究所利用者数の推移（研究目的利用） 
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２）研究助成 

十分な研究資金を持たない学生や市井の研究者の研究に対して支援を行うことにより、

次世代の研究者、地域と密着した研究者の育成を図ることを目的として、研究助成を行った。

平成 27 年度は以下の 3 件のテーマに研究助成（1 件 20 万円）を行った。これまでの助成件

数は 50 件となった。 

【平成 27 年度助成研究実績】 

◯柴田温子 温帯サンゴ群集域の拡大に伴う魚類相の経年変化予測（助成期間 1 年） 

◯田上恵里香 染色体形状特性によるミドリイシ属サンゴ分類手法の開発（助成期間 1

年） 

◯古井戸樹 浅海性ソフトコーラルの分子系統解析（助成期間 1 年） 

 

１-３．自然史情報・資料等の収集・保管、および共有化 

調査研究活動で得られた科学的知見、生物多様性や自然史に関する情報・資料（映像、 写

真、標本など）を収集・整理し、出版物やインターネットなどを利用した情報公開や情報共

有に向けた取り組みを進めた。 

 

１-４．学術誌の刊行 

黒潮生態系に関する科学的情報の公開、調査研究のアウトリーチの一環として、黒潮生態

系に関する研究報告を掲載した英和文学術誌「Kuroshio Biosphere」の vol.12 を 4 月に発

行した（PDF オンライン発行：オープンアクセス） 

＜Kuroshio Biosphere vol.12 目次＞ 

・小渕正美 フィールドガイド：足摺宇和海のウミシダ類. pp. 1-20, 7pls. 

・中野理恵・小谷 光 高知県大月町樫西海域及び一切海域から記録された後鰓類 pp. 21-

43, 8pls. 

・照屋清之介 高知県浦戸湾における外来種シマメノウフネガイの初確認. pp. 45-47, 1pl. 

 

１-５．研究施設・設備の整備 

調査研究および普及啓発活動の方向性や重点化と整合した施設・設備の整備を行うため、

必要性、緊急性を精査した上で取得、更新、改修を行った。平成 27 年度における研究所施

設の維持管理の主なものとしては、研究所建屋の空調入れ替え工事、屋上防水補修工事、高

圧電気設備修繕工事などがある。また、施設設備の整備としては主に飼育実験室整備、標本

庫整備（除湿機取り付け）などが挙げられる。 
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２．自然環境保全 

（１）保全関連事業・施策等への協力 

調査研究活動で得られた知見や情報を社会に還元し、専門知識や技術を自然環境の

保全に向けた取り組みに活用するため、保全に資する事業、活動、施策に参加、協力し、

あるいは取り組みの実施や支援を行った。平成 27 年度に実施、協力、または支援した

取り組みには以下の様なものがある（一部請負業務として実施）。 

・環境省モニタリングサイト 1000 事業（四国沿岸域海域調査担当：一部請負） 

・宿毛湾環境保全連絡協議会による水産多面的機能発揮対策事業（協力：一部請負） 

・竜串自然再生プロジェクト（協議会団体会員・幹事会メンバー：一部請負） 

・竹ヶ島海中公園自然再生協議会による自然再生活動（協議会団体会員） 

・宿毛湾沿岸域総合管理研究会による総合的な沿岸管理に向けた取り組み（会員） 

（２）保全活動団体等への活動支援 

沿岸地域の自然環境保全活動の円滑化、活性化に寄与するため、四国地域を中心にサ

ンゴ群集の保全等の海域の保全活動を行っている民間団体等に対して、保全に係る基

礎情報の提供、保全手法の技術指導などの活動支援を行った。平成 27 年度に支援した

団体等は以下のとおり（一部請負業務に関連して実施）。 

・沖の島海洋レジャー事業組合、JUDF 四国（高知県宿毛市沖の島海域におけるサンゴ

保全活動） 

・NPO 竜串観光振興会（土佐清水市竜串湾周辺地域における流域、サンゴ群集、藻場

等の保全活動、環境教育活動） 

・宇和海海中資源保全連絡協議会（愛媛県愛南町西海海域におけるサンゴ保全活動） 

・愛南サンゴを守る会（愛媛県南宇和郡愛南町西海海域におけるサンゴ保全活動、西海

リーフチェック） 

・足摺宇和海国立公園大月地区パークボランティアの会（足摺宇和海国立公園海域にお

ける海域保全活動、自然解説活動） 

・NPO 法人あど未来（徳島県宍喰町竹ヶ島における海域保全活動） 

・カイフネイチャーネットワーク（徳島県牟岐大島における海域保全活動） 

・NPO 法人宝石サンゴ保護育成協議会（宝石サンゴ類の保護育成活動）  

（３）連絡協議会等の運営 

足摺宇和海国立公園地域で活動する海域保全活動団体、関連行政機関の情報共有を

目的とした連絡協議会である、足摺宇和海保全連絡協議会（会長：中地シュウ）を環境

省土佐清水自然保護官事務所と共同で事務局運営した。平成 27 年度は平成 28 年 3 月

25 日に宿毛市に於いて総会を開催し、平成 27 年度足摺宇和海国立公園海域保全検討

調査結果の報告を行ったほか、平成 27 年度における海域保全活動の実施状況について

情報共有した。また、平成 28 年度活動についての検討も行った。このほか、メーリン

グリストを利用した会員相互の情報の共有を引き続き図った。 
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３．普及啓発 

自然教育、海洋教育、科学教育等の推進と生物多様性と沿岸域環境の保全に関する意識高

揚を図ることを目的として、調査研究活動により得られた科学的知見や自然史情報を利用

した普及啓発活動に取り組んだ。 

（１）海辺の教育・保全に関する講演会、勉強会等の開催 

主催事業、または共催事業として、教育、保全、啓発を目的としたイベントや講演会、研

究会などを企画・実施した。平成 27 年度における主なものとしては以下のようなものが挙

げられる。 

◯黒潮生物研究所サマースクール（平成 27 年 7 月 30 日-8 月 2 日、黒潮生物研究所及びそ

の周辺：大月町教育委員会との共催事業）（継続） 

幡多･南予地方の小学生を対象とした 2 泊 3 日のサマースクール（年 1 回実施）。定員

30 名の募集に対して 70 名以上の応募があり、44 名程度の参加者で実施した。 

◯黒潮生物研究所海洋生物セミナー（平成 27 年 6 月 28 日、黒潮生物研究所：うみさわ会

との共催）（継続） 

  不定期で開催している海洋生物に関するオープンセミナー。平成 27 年度は招聘研究者

都の合同調査にあわせて、黒潮生物研究所に於いて開催した。以下の 5 タイトルの公演

が行われ、一般市民約 30 名が参加した。 

・「この海には何がいる？黒組成物研究所の海産無脊椎動物調査について」（中地シュウ） 

・「あなたの知らない海の生き物たち」（山崎博史） 

・「海中の忍者クモヒトデ」（岡西政典） 

・「コケ？ムシ？サンゴ？知られざるコケムシの世界」（広瀬雅人） 

・「カイアシ類（コぺ）の寄生と多様性」（上野大輔） 

◯竜串リーフチェック勉強会（平成 27 年 11 月 7 日、竜串ふれあいセンター：NPO 竜串観

光振興会との共催：一部請負業務）（継続） 

  年一回、高知県土佐清水市竜串で開催されている一般ダイバーによる海域モニタリン

グイベント（竜串リーフチェック）に合わせて、海域モニタリング手法と地域の海域環境

の現況について講演を行った。モニタリング調査に参加する一般ダイバーおよび地域住

民が参加した。 

◯たつくしサンゴの産卵観察会（平成 27 年 7 月 10 日、8 月 7 日、黒潮生物研究所：NPO

竜串観光振興会との共催）（継続） 

  年 2 回程度実施している一般ダイバー向けサンゴの産卵観察会。サンゴの生態に関す

るレクチャーと、夜間の潜水観察を行った。 

 

（２）自然史資料等の展示および貸出・提供 

黒潮流域の生物多様性の普及啓発を図るため、黒潮生物研究所展示スペースでの自然史

資料（ポスター、写真資料、標本等）の公開展示を行ったほか、以下のようなイベントにお
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いて展示ブースを出展した。 

・宿毛市産業祭（平成 27 年 4 月 29 日、宿毛市運動公園）：環境省土佐清水自然保護官事

務所と合同出展 

  地域の自然を紹介する資料（標本、写真、ポスター）の展示と顕微鏡を使った自然体

験コーナー「砂の中のたからものさがし」 

・ウミノフォトフェス in カシワジマ（平成 27 年 6 月 13 日、大月町柏島） 

  地域の自然を紹介する資料（標本、写真、ポスター）の展示と顕微鏡を使った自然体

験コーナー「砂の中のたからものさがし」 

・ホネホネサミット IN 高知（平成 28 年 2 月 13,14 日、高知大学朝倉キャンパス） 

高知大学朝倉キャンパスで行われた骨格標本、剥製標本等の標本作成と収集、解剖学

の実習・研究を行う個人や団体が、標本展示、作成技術の紹介、ワークショップ、講演

などを行い、情報交換するイベントにおいて、ブースを出展し、海産無脊椎動物の標本

展示と体験プログラム「ナマコの骨を観察しよう」の提供を行った。 

このほか、行政、企業、教育機関、保全活動団体等の依頼に応じて、資料の貸出や提供を

随時行った。 

（３）啓発・教育プログラム等の企画・提案および講師派遣 

教育機関、行政、市民団体などが行う海辺の教育や保全を目的とした取り組みに協力し、

プログラムの企画・提案、開催支援、講師派遣などを行った。平成 27 年度における主なも

のとしては、土佐清水市立三崎小学校総合学習、宿毛市立小筑紫小学校総合学習、愛南町立

船越小学校総合学習、愛南町立内海中学校総合学習（海学習）、大月町立大月小学校総合学

習（地域を知る学習）、大月小学校とっておきの出前授業（生活、理科）、片島中学校総合学

習、高知県立四万十高等学校自然環境コース校外学習、大阪 ECO 動物海洋専門学校研修会

などがある。平成 27 年度の依頼講師派遣件数は計 26 件でのべにして 33 名の講師を派遣し

た。また、関連する依頼講演は 37 タイトルとなっている。個々の講師派遣履歴、講演タイ

トルについては「４．業績のまとめと一覧」を参照のこと。 

（４）地域の自然の教材化 

地域の自然の教材化の一環として、調査研究活動等で得られた情報や自然史資料を整理

し、教育用資料（教育用標本、写真・映像資料）をしてアウトプットした。平成 27 年度は、

足摺宇和海国立公園大月地区パークボランティアのホームページコンテンツの作成、自然

解説資料の制作などを行った（http://mail5963.wix.com/otsukipv）。また、請負業務の一環とし

て、海域環境の生物指標として有用な砂底域に生息する小型底生生物の採集法と観察法に

ついてまとめた「砂中小型生物採集観察マニュアル」を作成した。 

（５）その他情報発信 

ニュースレター、ホームページやブログの運用、新聞・雑誌等での記事の発表などを通じ

て、黒潮流域の自然や地域生態系、海洋生物などに関する情報や話題、調査研究活動や事業

で得られた知見等を広く発信した。平成 27年度は高知県大月町の広報誌での連載、高知新

http://mail5963.wix.com/otsukipv
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聞朝刊で地域に生息する海の生き物のコラムの連載（黒潮生物研究所 シュウ先生のぐるぐ

る生物日記）などを行った（４．業績のまとめと一覧、４-３．その他の著作参照） 

また、マスコミ等からの各種問い合わせ、新聞等の取材などに対応し、情報、資料を提供

した。この一環として、平成 27 年度は NHK 高知放送局制作の「しこく 8」に取材撮影協

力、監修を行った。この番組「下弦の月の神秘～巨大サンゴ大産卵の謎に迫る～」は平成 27

年 10 月に四国で放送されたほか、12 月に一部関西を除く全国放送が行われた。また、平成

28 年 2 月には NHK ワールドにて世界の 100 の国と地域で放送された。 
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４．業績のまとめと一覧 

平成 27 年度における所属研究員による学術発表業績は、論文発表 12 件（査読あり原著 9

編、査読なし原著等 2 編、その他学術関連書籍 1 件）、学会発表等 17 件であった。このほか

の業績としては調査報告書等 7 件、その他著作 47 件、講演 42 件（依頼 37 件、主催 5 件）

などがあげられる。 

 

 

４-１. 学術発表 

１）論文発表 

①査読あり原著論文等（9 件） 

1. Toshino, S., Miyake, H., Shibata, H. (2015a) Meteorona kishinouyei, a new family, genus and 

species (Cnidaria, Cubozoa, Chirodropida) from Japanese Waters. Zookeys 503: 1-21. 

2. Toshino, S., Miyake, H., Ohtsuka, S., Adachi, A., Kondo, Y., Okada, S., Hirabayashi, T., 

Hiratsuka, T. (2015b) Monodisc strobilation in Japanese giant box jellyfish Morbakka 

virulenta (Kishinouye, 1910): A strong implication of phylogenetic similarity between 

Cubozoa and Scyphozoa. Evolution & Development 17-4: 231-239. 

3. Shibata, H., Miyake, H., Goto, T., Toshino, S. (2015) Wild polyps of the blooming jellyfish 

Aurelia limbata (Brandt, 1838) (Cnidaria: Scyphozoa) found on deep-sea debris off 

Sanriku, Japan. Plankton & Benthos Research 10-3: 133-140. 
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4. Straehler-Pohl, I., Toshino, S. (2015) Carybdea morandinii—New investigations on its life cycle 

reveal its true genus: Carybdea morandinii Straehler-Pohl & Jarms, 2011 becomes Alatina 

morandinii (Straehler-Pohl & Jarms, 2011). Plankton & Benthos Research 10-4: 167-177. 

5. Maoka, T., Nakachi, S., Kobayashi, R., Mori, M., Sakagami, Y. (2015) A new carotenoid, 9Z,90Z-

tetrahydroastaxanthin, from the sea cucumber Plesiocolochirus minutus. Tetrahedron 

Letters 56. 5954–5955. 

6. Miyamoto, A., Sakai, A., Nakano, R., Yusa, Y. (2015) Phototaxis of sacoglossan sea slugs with 

different photosynthetic abilities: a test of the ‘crawling leaves’ hypothesis. Mar 

Biol162:1343-1349. 

7. Obuchi, M., Omori, A. (2015). A new genus and new species of family Antedonidae (Echinod 

ermata: Crinoidea) from southern Japan. Zootaxa 3972 (3): 441–449. 

8. Han, J., Li, G., Kubota, S., Ou, Q., Toshino, S., Wang, X., Yang, X., Uesugi, K., Hoshino, M., 

Sasaki, O., Kano, H., Sato, T., Komiya, T. (2016) Internal microanatomy and zoological 

affinity of the early Cambrian Olivooides. Acta Geologica Sinica (English Edition) 90-1: 

38-65. 

9. Taguchi, T., Kubota, S., Mezaki, T., Tagami, E., Sekida, S., Nakachi, S., Okuda, K., Tominaga, 

A. 2016 Identification of homogenously staining region by G-banding and chromosome 

microdissection, and the selection of FISH marker using human Alu sequence primers in a 

scleractinian coral Coelastrea aspera Verrill 1866, Comparative Cytogenetics, 10(1)61-75. 

②査読なし原著論文等（2 件） 

1. 柴田温子, 目﨑拓真, 中村洋平, 高知県安芸郡奈半利町沖の離岸堤でみられる魚類と

有藻性イシサンゴ類, 黒潮圏科学 

2. 中森亨, 箕浦幸治, 山田努, 目﨑拓真, 佐々木理, 奄美大島の微生物岩について, 月

刊海洋号外 

③学術関連書籍（１件） 

1. 杉原薫・野村恵一・横地洋之・下池和幸・梶原健次・鈴木豪・座安佑奈・出羽尚子・深

見裕伸・北野裕子・松本尚・目崎拓真・永田俊輔・立川浩之・木村匡 (2015) 日本

の有藻性イシサンゴ類〜種子島編〜. 国立環境研究所 生物・生態系環境研究セン

ター pp198. http://www.nies.go.jp/biology/pr/br/02.html. （書籍） 

２）学会発表 

1. 眞岡孝至, 中地シュウ, 小林諒平, 森美穂, 坂上吉一. 2015.9. ナマコ Plesiocolochirus 

minutus から得られた新規カロテノイド 9Z,9'Z-Tetrahydroastaxanthin ついて. 

第 29 回カロテノイド研究談話会（首都大学）.口頭発表 

2. 藤本一輝, 加藤祐子, 申 宏揺, 三田肇, 今原幸光, 天田 啓．2015.9. 八放サンゴから

抽出した赤色蛍光タンパク質の蛍光特性（第２報）. 第 64 回日本分析化学会（九

州大学）ポスター発表 
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3. 今原幸光, 並河洋, 山本広美, 西原ちひろ, 高岡博子, 伊藝元, 野中正法. 2015.9. ホン

クダヤギ属 Siphonogorgia とクダヤギ属  Chironephthya の違いについて . 

NCB（日本刺胞・有櫛動物等研究談話会）年次大会. 東京海洋大学館山ステーショ

ン. 口頭発表. 

4. 戸篠祥, 柴田晴佳, 三宅裕志. 2015.9. アンドンクラゲの変態様式の観察. 2015 年度日本

海洋学会秋季大会（愛媛大学城北キャンパス）口頭発表. 

5. 富永英之, 中地シュウ, 小松美英子. 2015.12. 性的二形性クモヒトデ Ophiodaphne sp. の

生殖巣の発達. 第 12 回日本棘皮動物研究集会（茨城大学）ポスター発表. 

6. 中地シュウ. 2015.12. 有光層下部に生息する棘皮動物の生息環境の観察を目的とした簡

易な映像記録手法の検討. 第 12 回日本棘皮動物研究集会（茨城大学）ポスター発

表. 

7. 中地シュウ. 2015.12. 四国西南海域における棘皮動物の多様性. フォーラム高知の生物

多様性-学ぶ人と守る人の出会い-（高知大学朝倉キャンパス）ポスター発表.  

8. 久保田 賢, 関田諭子, 目﨑拓真, 田口尚弘, 奥田一雄, 小西裕子, 富永明. 2015.12. 

有藻性イシサンゴ群体および胚における Toll 様受容体タンパク質の発現. 日本サ

ンゴ礁学会第 18 回大会（東京都）口頭発表 

9. 樋口富彦, 白井厚太郎, 湯山育子, 目﨑拓真, 2015.12. 低 Mg/Ca環境下で生成するサン

ゴ骨格の温度依存症. 日本サンゴ礁学会第 18 回大会（東京都）口頭発表  

10. 田口 尚弘・久保田 賢・目崎 拓真・田上恵里香・関田 諭子・奥田 一雄・富永 明. 2015.12. 

パリカメノコキクメイシの分子細胞遺伝学的研究. 日本サンゴ礁学会第 18 回大会

（東京都）ポスター発表 

11. 田上恵里香・田口尚弘・久保田賢・目﨑拓真・富永明. 2015.12. 2 種類のミドリイシサ

ンゴの動原体指標を用いた染色体解析．日本サンゴ礁学会第 18 回大会（東京都）

ポスター発表 

12. 田辺秀之, 目﨑拓真, 中地シュウ, 服田昌之. 2015.12. クシハダミドリイシの染色体解

析．日本サンゴ礁学会第 18 回大会（東京都）ポスター発表 

13. 目﨑拓真, 大野慶人, 佐野美月, 喜多村鷹也, 中地シュウ. 2015.12. 巨大シコロサンゴ 

Pavona decussata の放卵放精の観察．日本サンゴ礁学会第 18 回大会（東京都）ポス

ター発表 

14. 戸篠祥. 2016.4. 高知県大月町で採集された四国初記録のヒメアンドンクラゲ Copula 

sivickisi (Stiasny, 1926)（立方クラゲ綱、アンドンクラゲ目、ミツデリッポウクラゲ

科）. 2016 年度第 71 回日本生物地理学会年次大会（東京大学）口頭発表. 

４-２. 調査報告書等 

1. 平成 27 年度水産多面的機能発揮対策事業モニタリング調査及び進行管理委託業務報告

書 2015.3.（中国四国地方環境事務所） 

2. 平成 27 年度マリンワーカー事業（足摺宇和海国立公園海域保全調査）報告書 2016.3.
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（中国四国地方環境事務所） 

3. 平成 27 年度竜串地区自然再生事業海域調査業務 2016.3.（中国四国地方環境事務所） 

4. 平成 27 年度モニタリングサイト 1000 事業における四国南西部沿岸海域のサンゴ礁モ

ニタリング業務報告書 2015.12.（一般財団法人自然環境研究センター） 

5. 香南市結オニヒトデ分布状況調査委託業務報告書. 2016.3.（公益財団法人黒潮生物研究

所） 

6. 沖縄のソフトコーラル－美ら島研究センター収蔵資料目録－. 2016. 3.（沖縄美ら島財団・

黒潮生物研究所） 

7. 三浦智恵美・川村和夫・目﨑拓真・角田善彦・平成 26 年度女性研究者研究活動支援事

業（連携型）共同研究成果報告書 

４-３．講演 

①主催講演：5 件 

１. 中地 シュウ 2015.6.28. この海には何がいる？黒潮生物研究所の海産無脊椎動物相

調査. 黒潮生物研究所・うみさわ会 海の生き物セミナー. 黒潮生物研究所 

2. 目﨑拓真. 2015.8.7. サンゴの産卵について. 竜串サンゴの観察会. 黒潮生物研究所 

3. 目﨑拓真. 2015.7.10. サンゴの産卵について. 竜串サンゴの観察会. 黒潮生物研究所 

4. 中地 シュウ. 2015.11.7. 竜串湾周辺の海の移り変わりと生き物たち. 竜串リーフチェ

ック勉強会. 竜串ふれあいセンター（土佐清水市三崎） 

5. 中地 シュウ. 2016.3.25. 足摺宇和海国立公園海域におけるサンゴ保全活動実施状況. 

足摺宇和海保全再生協議会総会. 宿毛市文教センター. 

②依頼講演：37 件 

1. 中地シュウ. 2015.5.12. 地域の海の魅力を知ろう. 内海中学校海学習全校. 内海中学校

（愛媛県愛南町須ノ川） 

2. 中地シュウ. 2015.5.12. サンゴってなんだろう. 内海中学校海学習 3 年生.内海中学校

（愛媛県愛南町須ノ川） 

3. 中地シュウ. 2015.6.2. おおつきの うみべで あそぼう. 大月小学校 1 年生課外授業「海

の生き物を知ろう」. 黒潮生物研究所（高知県幡多郡大月町西泊） 

4. 中地シュウ. 2015.6.4. めざせ しみずの海博士 海辺の自然と生き物たち. 清水小学校

総合学習 4 年生. 清水小学校. 

5. 中地シュウ. 2015.6.6. 沖の島海域のオニヒトデ大発生および駆除活動について. JUDF

四国ボランティア保全活動（JUDF 四国・宿毛湾環境生態系保全連絡協議会主催）. 

宿毛市高砂.   

6. 中地シュウ. 2015.6.9. 愛南町の海を彩るサンゴたち. 船越小学校総合学習. 船越小学

校（愛媛県愛南町） 

7. 中地シュウ. 2015.6.23. クイズで学ぼう！たつくしの海と生き物. 三崎小学校 5 年生総

合学習. 三崎小学校（高知県土佐清水市三崎） 
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8. 戸篠祥. 2015.7.1. クラゲの一生. 大月小学校特別授業「とっておきの出前授業」5 年生. 

大月小学校（高知県幡多郡大月町） 

10. 中地シュウ. 2015.7.13. 自然を観察しよう「生きものの色や形のふしぎ -だましあう生き

物たち-」. 大月小学校特別授業「とっておきの出前授業」3 年生. 大月小学校（高

知県幡多郡大月町） 

11. 中地シュウ. 2015.7.13. 生き物どうしのつながり- 海辺の生き物の「食性」を知る -. 大

月小学校特別授業「とっておきの出前授業」6 年生. 大月小学校（高知県幡多郡大

月町） 

12. 中地シュウ. 2015.7.22. 四国西南地域の自然と黒潮生物研究所の活動. 大阪 ECO 動物

海洋専門学校インターンシップ. 黒潮生物研究所（大月町西泊）. 

13. 戸篠祥．2015.7.28. クラゲの一生．大阪 ECO 動物海洋専門学校研修（黒潮生物研究所：

大月町西泊） 

14. 中地シュウ. 2015.9.11. サンゴの食害生物駆除におけるモニタリング活動について. 平

成 27 年度マリンワーカー事業に関する勉強会（NPO 竜串観光振興会主催）. 海の

ギャラリー（土佐清水市竜串）. 

15. 中地シュウ. 2015.9.13. 海辺の調査員になろう. 四万十高校自然環境コース 2 年校外学

習. 足摺海洋館レクチャールーム（高知県土佐清水市竜串） 

16. 中地シュウ. 2015.9.14. 竜串湾のサンゴの価値とその保全. 四万十高校自然環境コース

2 年校外学習. 足摺海洋館レクチャールーム（高知県土佐清水市竜串） 

17. 中地シュウ. 2015.9.15. 黒潮生物研究所の活動について. 大阪 ECO 動物海洋専門学校

研修会. 黒潮生物研究所（大月町西泊）. 

18. 中地シュウ. 2015.9.15. 高知の磯のおいしい生き物 －潮間帯生物の利用と生物方言－. 

大阪 ECO 動物海洋専門学校研修会. 黒潮生物研究所（大月町西泊）. 

19. 中地シュウ. 2015.9.15. 四国の海辺 -自然の特徴と生物多様性- . 大阪 ECO 動物海洋専

門学校研修会. 黒潮生物研究所（大月町西泊）. 

20. 中地シュウ. 2015.9.28. 浜辺の生き物となかよくなろう. 小筑紫小学校5年生総合学習. 

黒潮生物研究所（大月町西泊） 

21. 中地シュウ. 2015.9.29. 海辺の生き物と環境を知ろう. 片島中学校総合学習. 片島中学

校（宿毛市片島） 

22 中地シュウ. 2015.9.29. 森・川・里・海のつながりと「海辺」の価値. 片島中学校総合学

習. 片島中学校（宿毛市片島） 

23. 目﨑拓真. 2015.10.9. モニタリング調査の結果のまとめ方とまとめ. 内海中学校海学習

（３年生）.内海中学校（愛媛県愛南町須ノ川） 

24. 中地シュウ. 2015.10.17. サンゴ群集の保全を目的としたオニヒトデ駆除活動について. 

竜串ボランティア駆除勉強会（. 竜串ダイビングセンター（土佐清水市竜串） 

25. 目﨑拓真 2015.10.27. 土地のつくりと変化. 大月小学校特別授業「とっておきの出前授
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業」6 年生. 大月小学校（高知県幡多郡大月町） 

26. 中地シュウ. 2015.10.30. 身近な海の生き物. 大月小学校特別授業「とっておきの出前授

業」1 年生. 大月小学校（高知県幡多郡大月町） 

28. 目﨑拓真. 2015.11.19. 流れる水のはたらき. 大月小学校特別授業「とっておきの出前授

業」5 年生. 大月小学校（高知県幡多郡大月町）   

29. 中地シュウ. 2015.11.23. 山と海のつながりを知る-河口干潟であそぼう-. 小筑紫小学

校 5 年生総合学習. 小筑紫小学校（宿毛市小筑紫町） 

30. 戸篠祥. 2015.11.29. クラゲの不思議．大月小学校特別授業「とっておきの出前授業」4 年

生. 大月小学校（高知県幡多郡大月町） 

31. 目﨑拓真. 2015.11.27. サンゴ礁におけるフィールドワークの活性化と安全確保の両立

のために. 日本サンゴ礁学会第 18 回大会（東京都）自由集会講演 

32. 中地シュウ. 2015.12.13. 身近な海辺を守る・学ぶ-足摺宇和海国立公園地域における海辺

の保全と教育-. フォーラム高知の生物多様性-学ぶ人と守る人の出会い-（高知大学

朝倉キャンパス）ポスター発表.  

33. 中地シュウ. 2015.12.13. この海には何がいる？-黒潮生物研究所による四国太平洋岸地

域の生物多様性情報、および自然史資料の収集とその利用-. フォーラム高知の生

物多様性-学ぶ人と守る人の出会い-（高知大学朝倉キャンパス）ポスター発表.  

34. 戸篠祥. 2016.2.25. クラゲのふしぎ. 大月小学校特別授業「とっておきの出前授業」2 年

生. 大月小学校（高知県幡多郡大月町） 

35. 目﨑拓真. 2016.3.7. さんごのふしぎ. 大月小学校特別授業「とっておきの出前授業」3

年生. 大月小学校（高知県幡多郡大月町） 

36. 中地シュウ. 2016.3.7. 竜串地区における海域保全とモニタリングについて. 竜串自然

再生協議会. 土佐清水市 

37. 中地シュウ. 2016.3.11. うみべのいきもの を ちょうさ しよう. たつくし自然観察会

（環境省土佐清水自然保護官事務所主催）. 土佐清水市竜串 

４-４. その他著作 

１）その他の著作（47 件） 

1. 中地 シュウ．2015.8  知っちょこ！大月まめ知識 Vol.17 ～ 縁起のいい虫 ヤマトタ

マムシ ～.  広報おおつき, No.246: 18 

2. 中地 シュウ. 2015.12 知っちょこ！大月まめ知識 Vol.18 ～ 空を飛ぶ小さな隣人 コ

ウモリ類 ～.  広報おおつき, No.248: 9 

3. 中地 シュウ．2016.2. 知っちょこ！大月まめ知識 Vol.19 ～砂浜の小さなたからもの 

微小貝 ～.  広報おおつき, No.249: 16 

4. 中地 シュウ. 2015.4.1. 黒潮生物研究所 シュウ先生のぐるぐる生物日記 ヒザラガイ

（新ヒザラガイ目クサズリガイ科）. 高知新聞朝刊 

5. 中地 シュウ. 2015.4.9. 黒潮生物研究所 シュウ先生のぐるぐる生物日記 クマノミ（ス
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ズキ目スズメダイ科）. 高知新聞朝刊 

6. 中地 シュウ. 2015.4.15. 黒潮生物研究所 シュウ先生のぐるぐる生物日記 マガキガイ 

（盤足目ソデボラ科）. 高知新聞朝刊 

7. 中地 シュウ. 2015.4.24. 黒潮生物研究所 シュウ先生のぐるぐる生物日記 バイカナマ

コ（楯手目シカクナマコ科）. 高知新聞朝刊 

8. 中地 シュウ. 2015.4.30. 黒潮生物研究所 シュウ先生のぐるぐる生物日記 ムラサキオ

カヤドカリ（ヤドカリ下目オカヤドカリ科）. 高知新聞朝刊 

9. 中地 シュウ. 2015.5.9. 黒潮生物研究所 シュウ先生のぐるぐる生物日記 オニフジツボ 

（フジツボ亜目オニフジツボ科）. 高知新聞朝刊 

10. 中地 シュウ. 2015.5.13. 黒潮生物研究所 シュウ先生のぐるぐる生物日記 サイタヒサ

キ（イソアラシ目クエバワカル科）. 高知新聞朝刊 

11. 中地 シュウ. 2015.5.21. 黒潮生物研究所 シュウ先生のぐるぐる生物日記 ロバートソ

ンツグチ（盤足目ウミウサギガイ科）. 高知新聞朝刊 

12. 中地 シュウ. 2015.5.27. 黒潮生物研究所 シュウ先生のぐるぐる生物日記 カリオヒラ

ムシ（多岐腸目カリオヒラムシ科）. 高知新聞朝刊 

13. 中地 シュウ. 2015.6.3. 黒潮生物研究所 シュウ先生のぐるぐる生物日記 アカオニヒ

トデ アカヒトデ目オニヒトデ科. 高知新聞朝刊 

14. 中地 シュウ. 2015.6.10. 黒潮生物研究所 シュウ先生のぐるぐる生物日記 マツカサウ

オ（キンメダイ目マツカサウオ科）. 高知新聞朝刊 

15. 中地 シュウ. 2015.6.17. 黒潮生物研究所 シュウ先生のぐるぐる生物日記 ダキクモヒ

トデ（クモヒトデ目スナクモヒトデ科）. 高知新聞朝刊 

16. 中地 シュウ. 2015.6.24. 黒潮生物研究所 シュウ先生のぐるぐる生物日記 サメハダテ

ナガダコ（八腕形目マダコ科）. 高知新聞朝刊 

17. 中地 シュウ. 2015.7.3. 黒潮生物研究所 シュウ先生のぐるぐる生物日記 モリタテル

オ （センスイオヤジ目フカモグリ科）. 高知新聞朝刊 

18. 中地 シュウ. 2015.7.10. 黒潮生物研究所 シュウ先生のぐるぐる生物日記 メダマイカ

リムシの一種（管口目ヒジキムシ科）. 高知新聞朝刊 

19. 中地 シュウ. 2015.7.15. 黒潮生物研究所 シュウ先生のぐるぐる生物日記 アカテヅル

モヅル（カワクモヒトデ目テヅルモヅル科）. 高知新聞朝刊 

20. 中地 シュウ. 2015.7.23. 黒潮生物研究所 シュウ先生のぐるぐる生物日記 ニセスナホ

リムシ（ワラジムシ目スナホリムシ科）. 高知新聞朝刊 

21. 中地 シュウ. 2015.7.30. 黒潮生物研究所 シュウ先生のぐるぐる生物日記 ツユダマガ

イの仲間（新腹足目コゴメガイ科）. 高知新聞朝刊 

22. 中地 シュウ. 2015.8.8. 黒潮生物研究所 シュウ先生のぐるぐる生物日記 モンハナシ

ャコ（シャコ目ハナシャコ科）. 高知新聞朝刊 

23. 中地 シュウ. 2015.8.19. 黒潮生物研究所 シュウ先生のぐるぐる生物日記 コロキルス
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属の一種（樹手目キンコ科）. 高知新聞朝刊 

24. 中地 シュウ. 2015.8.26. 黒潮生物研究所 シュウ先生のぐるぐる生物日記 タガヤサン

ミナシ（新腹足目イモガイ科）. 高知新聞朝刊 

25. 中地 シュウ. 2015.9.3. 黒潮生物研究所 シュウ先生のぐるぐる生物日記 メダマイカ

リムシの一種（管口目ヒジキムシ科）. 高知新聞朝刊 

26. 中地 シュウ. 2015.9.9. 黒潮生物研究所 シュウ先生のぐるぐる生物日記 マンジュウ

イシ（イシサンゴ目クサビライシ科）. 高知新聞朝刊 

27. 中地 シュウ. 2015.9.17. 黒潮生物研究所 シュウ先生のぐるぐる生物日記 ギンカクラ

ゲ（花クラゲ目ギンカクラゲ科）. 高知新聞朝刊 

28. 中地 シュウ. 2015.9.25. 黒潮生物研究所 シュウ先生のぐるぐる生物日記 トゲバネウ

ミシダ（ウミシダ目ヒメウミシダ科）. 高知新聞朝刊 

29. 中地 シュウ. 2015.10.2. 黒潮生物研究所 シュウ先生のぐるぐる生物日記 ムシモドキ

ギンチャクの仲間（イソギンチャク目ムシモドキギンチャク科）. 高知新聞朝刊 

30. 中地 シュウ. 2015.10.9. 黒潮生物研究所 シュウ先生のぐるぐる生物日記 ミズガメカ

イメン 単骨海綿目イワカイメン科. 高知新聞朝刊 

31. 中地 シュウ. 2015.10.21. 黒潮生物研究所 シュウ先生のぐるぐる生物日記 ツムギハ

ゼ（スズキ目ハゼ科）. 高知新聞朝刊 

32. 中地 シュウ. 2015.10.28. 黒潮生物研究所 シュウ先生のぐるぐる生物日記 トシノシ

ョウ（好クラゲ目ヒルアンドンクラゲ科）. 高知新聞朝刊 

33. 中地 シュウ. 2015.11.5. 黒潮生物研究所 シュウ先生のぐるぐる生物日記 トウカムリ 

（盤足目トウカムリ科）. 高知新聞朝刊 

34. 中地 シュウ. 2015.11.20. 黒潮生物研究所 シュウ先生のぐるぐる生物日記 フジタカ

ツヒロ ウオツリ目メダママンマル科）. 高知新聞朝刊 

35. 中地 シュウ. 2015.11.28. 黒潮生物研究所 シュウ先生のぐるぐる生物日記 リュウキ

ュウタケ（新腹足目タケノコガイ科）. 高知新聞朝刊 

36. 中地 シュウ. 2015.12.10. 黒潮生物研究所 シュウ先生のぐるぐる生物日記 アカサン

ゴ（ヤギ目サンゴ科）. 高知新聞朝刊 

37. 中地 シュウ. 2015.12.18. 黒潮生物研究所 シュウ先生のぐるぐる生物日記 キンチャ

クガニ（十脚目オウギガニ科）. 高知新聞朝刊 

38. 中地 シュウ. 2015.12.23. 黒潮生物研究所 シュウ先生のぐるぐる生物日記 カセミミ

ズ類の一種（カヴィベロニア目シタナシホソヒモ科）. 高知新聞朝刊 

39. 中地 シュウ. 2016.1.6. 黒潮生物研究所 シュウ先生のぐるぐる生物日記 マンジュウ

ヒトデ（アカヒトデ目コブヒトデ科）. 高知新聞朝刊 

40. 中地 シュウ. 2016.1.14. 黒潮生物研究所 シュウ先生のぐるぐる生物日記 ニセクロナ

マコ（楯手目クロナマコ科）. 高知新聞朝刊 

41. 中地 シュウ. 2016.1.22. 黒潮生物研究所 シュウ先生のぐるぐる生物日記 リョウマエ
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ビ（十脚目イセエビ科）. 高知新聞朝刊 

42. 中地 シュウ. 2016.1.27. 黒潮生物研究所 シュウ先生のぐるぐる生物日記 ウオビルの

一種（吻蛭目ウオビル科）. 高知新聞朝刊 

43. 中地 シュウ. 2016.2.18. 黒潮生物研究所 シュウ先生のぐるぐる生物日記 カタナメク

ジウオ（ナメクジウオ目ナメクジウオ科）. 高知新聞朝刊 

44. 中地 シュウ. 2016.2.25. 黒潮生物研究所 シュウ先生のぐるぐる生物日記 ゼニイシの

仲間（ロタリア目ソリテス科）. 高知新聞朝刊 

45. 中地 シュウ. 2016.3.13. 黒潮生物研究所 シュウ先生のぐるぐる生物日記 ハリセンボ

ン（フグ目ハリセンボン科）. 高知新聞朝刊 

46. 中地 シュウ. 2016.4.22. 黒潮生物研究所 シュウ先生のぐるぐる生物日記 イボアナゴ

（古腹足目ミミガイ科）. 高知新聞朝刊 

47. 中地 シュウ. 2016.4.27. 黒潮生物研究所 シュウ先生のぐるぐる生物日記 イソアワモ

チ（収眼目イソアワモチ科）. 高知新聞朝刊 

４-５．講師派遣履歴 

①主催・共催イベント講師：6 件 8 名 

1. 竜串サンゴの観察会. 黒潮生物研究所 2015.7.10. ：講師 1 名（目﨑拓真） 

2. 竜串サンゴの観察会. 黒潮生物研究所 2015.8.7.：講師 1 名（目﨑拓真）  

3. 第 14 回黒潮生物研究所サマースクール-きみも小さな研究者-（大月町西泊）2015.7.30-

8.2：講師 3 名（中地シュウ, 目﨑拓真, 戸篠 祥）  

4. 竜串ボランティア駆除勉強会. 竜串ダイビングセンター（土佐清水市竜串）2015.10.17.：

講師 1 名（中地シュウ）  

5. 竜串リーフチェック（土佐清水市三崎）2015.11.6,7.：講師 1 名（中地 シュウ） 

6. 大手の浜サンゴモニタリング. 香南市夜須町YASU海の駅クラブ（香南市）2015.11.15.： 

講師 1 名（目﨑拓真）.  

②ブース出展等講師：3 件 6 名 

1. 宿毛市まるごと産業祭展示ブース「足摺宇和海国立公園の自然・生きもの紹介」「顕微

鏡をつかった体験-すなのなかのたからものさがし-」（宿毛市山奈町宿毛市運動公

園）2015.4.29.：講師 2 名（中地シュウ, 戸篠 祥）.  

2. ウミノフォトフェス in カシワジマ, ブース展示「足摺宇和海国立公園の自然と生きも

の（標本展示）」「砂の中の宝物さがし（顕微鏡をつかった体験）」（大月町柏島）

2015.6.13. ：講師 2 名（中地シュウ, 戸篠 祥） 

3. ホネホネサミット IN 高知 ブース出展「ナマコの骨を観察しよう」「背骨のない生き物

の骨の展示（海産無脊椎動物の骨の展示）」. 主催：認定特定非営利活動法人 四

国自然史科学研究センター（高知大学朝倉キャンパス）2016.2.13,14.：講師 2 名

（中地シュウ, 戸篠 祥）.  

③依頼講師：26 件 33 人 
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1. 第 10 回 リーフチェック in ししくい（徳島県宍喰町）2015.5.12.：講師 2 名（中地シ

ュウ, 目崎拓真）.  

2. 内海中学校海学習. 内海中学校（愛媛県愛南町須ノ川）2015.5.12.：講師 1 名（中地シ

ュウ）.  

3. 大月小学校 1 年生課外授業「海の生き物を知ろう」. 大月小学校（高知県幡多郡大月町

西泊スルギの浜）2015.6.2. ：講師 2 名（中地シュウ, 戸篠 祥）  

4. 清水小学校総合学習 4 年生. 清水小学校. 2015.6.4.：講師 1 名（中地シュウ）  

5. JDEF 四国サンゴ保全活動（高知県宿毛市沖の島）2015.6.6.：講師 1 名（中地シュウ）  

6. 船越小学校総合学習. 船越小学校（愛媛県愛南町）2015.6.9.：講師 1 名（中地シュウ）  

7. 三崎小学校 5 年生総合学習. 三崎小学校（高知県土佐清水市三崎）2015.6.23.：講師 1

名（中地シュウ）  

8. 大月小学校特別授業「とっておきの出前授業」5 年生. 大月小学校（高知県幡多郡大月

町）2015.7.1.：講師 1 名（戸篠祥）  

9. 大月小学校特別授業「とっておきの出前授業」3 年生. 大月小学校（高知県幡多郡大月

町）2015.7.13.：講師 1 名（中地シュウ） 

10. 大月小学校特別授業「とっておきの出前授業」6 年生. 大月小学校（高知県幡多郡大月

町）2015.7.13.：講師 1 名（中地シュウ）  

11. 大阪 ECO 動物海洋専門学校インターンシップ . 黒潮生物研究所（大月町西泊）

2015.7.22-8.4.：講師 3 名（中地シュウ, 目崎拓真, 戸篠 祥） 

12. 平成 27 年度マリンワーカー事業に関する勉強会講師. NPO 竜串観光振興会主催. 海の

ギャラリー（土佐清水市竜串）. 2015.9.11. ：講師 1 名（中地シュウ） 

13. 四万十高校自然環境コース 2 年校外学習（高知県土佐清水市竜串）2015.9.13,14.：講師

1 名（中地シュウ） 

14. 大阪 ECO 動物海洋専門学校研修会. 黒潮生物研究所（大月町西泊）2015.9.15-17.：講

師 3 名（中地シュウ, 目崎拓真, 戸篠 祥）  

15. 小筑紫小学校 5 年生総合学習. 黒潮生物研究所（大月町西泊）2015.9.28.：講師 1 名（中

地シュウ）  

16. 片島中学校総合学習. 片島中学校, 咸陽島（宿毛市片島）2015.9.29.講師 1 名（中地 シ

ュウ）  

17. 内海中学校海学習３年生. 内海中学校, 塩子島（愛媛県愛南町内海）2015.10.9.：講師 1

名（目﨑拓真） 

18. 船越小学校総合学習（愛南町西海鹿島） 2015.10.16. ：講師 1 名（中地シュウ） 

19. 大月小学校特別授業「とっておきの出前授業」6 年生. 大月小学校（高知県幡多郡大月

町）2015.10.27.：講師 1 名（目﨑拓真） 

20.大月小学校特別授業「とっておきの出前授業」1 年生. 大月小学校（高知県幡多郡大月町）

2015.10.30. ：講師 1 名（中地シュウ） 
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21. 大月小学校特別授業「とっておきの出前授業」5 年生. 大月小学校（高知県幡多郡大月

町）2015.11.19. ：講師 1 名（目﨑拓真）   

22. 小筑紫小学校 5 年生総合学習. 小筑紫小学校（宿毛市小筑紫町）2015.11.23.：講師 1 名

（中地シュウ） 

23. 大月小学校特別授業「とっておきの出前授業」4 年生. 大月小学校（高知県幡多郡大月

町）2015.11.29.：講師 1 名（戸篠祥） 

24. 大月小学校特別授業「とっておきの出前授業」2 年生. 大月小学校（高知県幡多郡大月

町）：2016.2.25.講師 1 名（戸篠祥） 

25. 大月小学校特別授業「とっておきの出前授業」3 年生. 大月小学校（高知県幡多郡大月

町）2016.3.7.：講師 1 名（目﨑拓真） 

26. たつくし自然観察会. 主催：環境省土佐清水自然保護官事務所（土佐清水市竜串）

2016.3.11.：講師 2 名（中地シュウ, 戸篠祥） 

４-６．新聞記事等 

・「足摺サンゴの"森"壊滅？」高知新聞朝刊（2015/5/30）：写真・資料提供 

・「足摺宇和海国立公園サンゴ消えた海域も」高知新聞朝刊（2015/5/30）：写真・資料提

供、インタビュー 

・「国立公園の海大事に 船越小児童サンゴの生態学ぶ」愛媛新聞朝刊（2015/6/3）：コメ

ント掲載 

・「白い伊勢エビ 飼っていたら脱皮」高知新聞 2015/6/13：コメント掲載 

・「宿毛湾で生物調査 若手研究者組織「うみさわ会」黒潮生物研も参加」高知新聞朝刊

（2015/6/27）：コメント掲載 

・「大月町沖で新種ウミシダ」高知新聞朝刊（2015/7/26）：コメント掲載 

・「大月の海知ろう_研究所によるサマースクール」高知新聞朝刊（2015/8/6） 

・「宝石サンゴ保全へ調査 柏島沖に漁礁 6 個」高知新聞朝刊（2016/1/30）：コメント掲載 

４-７．外部獲得資金および受託業務等一覧 

平成 27 年度は以下の 6 件の調査業務を受託した。 

1. 平成 27 年度マリンワーカー事業（竜串地区自然再生事業海域調査業務） 

契 約 先：中国四国地方環境事務所 

契約期間：平成 26 年 6 月 4 日～平成 27 年 3 月 20 日 

内  容：竜串自然再生のための海域モニタリング調査と海域モニタリング体制

構築に向けた検討 

2. 平成 27 年度マリンワーカー事業（足摺宇和海国立公園海域保全調査） 

契 約 先：中国四国地方環境事務所 

契約期間：平成 27 年 5 月 25 日～平成 28 年 3 月 25 日 

内  容：足摺宇和海国立公園の宇和海地域におけるサンゴ群集及びサンゴ食害

生物の分布状況と国立公園海域のけるサンゴ保全活動の実施状況の現
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況調査 

3. 平成 27 年度水産多面的機能発揮対策事業モニタリング調査及び進行管理委託業務 

契 約 先：宿毛湾環境保全連絡協議会 

契約期間：平成 27 年 5 月 1 日～平成 28 年 3 月 20 日 

内  容：宿毛湾内地区海域に存するサンゴ礁等の地域資源のモニタリング調査

及び保全活動の進行管理 

4. 平成 27 年度ウミトサカ図録データ作成業務 

契 約 先：一般財団法人沖縄美ら島財団総合研究センター  

契約期間：平成 27 年 10 月 10 日～平成 28 年 3 月 15 日 

内  容：沖縄県本部町美ら海水族館周辺海域のウミトサカ類標本調査に係る図

録の作成 

5. 平成 27 年度モニタリングサイト 1000 事業における四国南西部沿岸海域のサンゴ礁モ

ニタリング業務 

契 約 先：一般財団法人自然環境研究センター 

契約期間：平成 27 年 8 月 10 日～平成 28 年 1 月 29 日 

内  容：四国南西部沿岸における造礁サンゴ群集のモニタリング調査 

6. 手結オニヒトデ分布状況調査 

契 約 先：香南市 商工水産課 

契約期間：平成 28 年 2 月 15 日～平成 28 年 3 月 31 日 

内  容：香南市手結岬周辺のオニヒトデ分布状況調査 
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５．寄附等 

平成 27 年度には、当財団のメイン・スポンサーであるステラケミファ株式会社会長の深

田純子様をはじめ、18 の法人・団体、個人からご寄付をいただいた。謹んで御礼を申し上

げます。 

 

   ・橋本亜希 様 

   ・名古屋市 日建建物管理サービス 様 

   ・東京都 キユーピー株式会社 QPeace 様 

   ・株式会社 東京久栄 様 

   ・近畿大学 坂上吉一 様 

   ・下関市 園山貴之 様 

   ・岐阜県 川延理香 様 

   ・特非）宝石珊瑚保護育成協議会 

   ・そのほか、氏名の公表を希望されない方 9 名 

 

平成 27 年度寄付金総額18,713,438 円 
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Ⅱ．庶務の概要 

 

１．役員等に関する事項 

（１）評議員（10 名）：依岡 良彦、森下 誠、山下 慎吾、横地 洋之、神田 優、高野 順、

久保田 賢、冨永 基之、濱﨑 一洋、内村直也（平成 27 年 7 月 15

日付就任） 

（２）理事（6 名） ：橋本 亜希（理事長・非常勤）、中地 シュウ（専務理事・常勤）、 

宮下 雅之（非常勤）、亀崎 直樹（非常勤）、深見 公雄（非常勤）、 

和田 康嗣（非常勤）、 

（３）監事（2 名） ：濱松 英彦（非常勤）、岡野 勲（非常勤） 

（平成 27 年度末現在） 

２．職員等に関する事項 

常勤職員 4 名：事務長 1 名（専務理事、研究所長兼務）、事務職員 1 名 

研究職員 4 名（研究所長（事務長、専務理事兼任）を含む） 

非常勤職員 1 名：嘱託研究員 1 名 

 

３．会議に関する事項 

（１）平成 27 年度理事会 

①平成 27 年 6 月 2 日 臨時書面理事会 

開催場所：書面 出席等：理事現在数 6 名、出席 6 名 

決議事項：保有株式の議決権行使の件 

ステラケミファ株式会社 第 72 期定時株主総会（平成 27 年 6 月 12

日開催）における議案について株主としての議決権を下記のとおり

行使する。 

第１号議案：取締役７名選任の件 賛成 

（全員の同意が得られ承認） 

②平成 27 年 7 月 3 日 第 1 回通常理事会 

開催場所：ステラケミファ株式会社本社 4 階応接室 

出席等 ：理事現在数 7 名、出席理事 5 名、欠席理事 1 名（欠席監事 2 名）  

決議事項：議案 1．平成 26 年度事業報告書案承認の件（全会一致で承認） 

議案 2．平成 27 年度第 1 回通常評議員会招集の承認（全会一致で承

認） 

③平成 28 年 4 月 15 日 第 2 回通常理事会 

開催場所：ステラケミファ株式会社 本社 4 階応接室 

出席等 ：理事現在数 6 名、出席理事 5 名、欠席理事 1 名（出席監事 0 名）  

決議事項：議案 1 平成 28 年度事業計画書 承認の件（全会一致で承認） 
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議案 2 平成 28 年度収支予算書 承認の件（全会一致で承認） 

議案 3 科学研究費助成事業の研究実施規程の承認の件 

（全会一致で承認） 

議案 4 平成 27 年度第 2 回通常評議員会招集の承認（全会一致で承

認） 

報告事項：財団の近況について 

 

（２）平成 27 年度評議員会 

①平成 27 年 7 月 24 日 第１回通常評議員会 

開催場所：黒潮生物研究所 2 階会議室 

出席等 ：評議員現在数 10 名、出席 6 名、欠席 4 名 

決議事項： 議案 1．平成 27 年度事業報告書類等 承認の件 （全会一致で承認） 

 

②平成 28 年 4 月 22 日 第 2 回通常評議員会 

開催場所：黒潮生物研究所 2 階会議室 

出席等 ：評議員現在数 10 名、出席 7 名、欠席 3 名 

決議事項：議案 1 平成 28 年度事業計画案 承認の件（全会一致で承認） 

議案 2 平成 28 年度収支予算案 承認の件（全会一致で承認） 

報告事項：財団の近況について 

 

（３）評議員選定員会 

①平成 27 年 6 月 24 日 第一回評議員選定委員会 

開催場所：黒潮生物研究所 2F 会議室 

出席等 ：評議員選定委員現在数 5 名、出席 3 名、欠席 2 名 

決議事項：新評議員 1 名（内村直也氏）の選任について（全会一致で承認） 

 

４．その他の庶務事項 

（１）事業報告等および事業計画書等の提出 

内閣府への平成 26 年度の事業報告関係書類の提出を平成 27 年 7 月 31 日に、平

成 28 年度事業計画書の提出を平成 27 年 4 月 30 日に行った。 

（２）登記等 

評議員の異動に合わせて以下の登記手続きを行った。 

⑦平成 27 年 7 月 27 日：評議員 1 名就任に伴う登記（平成 27 年 7 月 15 日就任） 
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